
（別紙３）

～ R8年　2月13日

（対象者数） 22 （回答者数） 17

～ R8年　2月　13日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

自宅での生活動作やトレーニングを繰り返し経験することで
の変化を聞き取り継続していく

2

年齢に応じた、異性の意識やコミュニケーション、距離感な
どの支援を取り入れる

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

人員確保や隣接する事業所と合同での活動など検討

2

社内研修を頻回に行い、資格取得も検討していく

3

○事業所名 放課後等デイサービス　ひまわり

○保護者評価実施期間 R8年　1月　13日

○保護者評価有効回答数

R8年　1月　13日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　2月14日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

活動スペースが狭い 既存の建物のため法廷スペースは確保されているが車椅子児童
も在籍しているためスペースが必要

人員の確保 資格や経験のある職員が少ないため支援内容に限界がある

日常生活動作の習得、運動感覚 挨拶、手洗い、歯磨き、など日常の生活動作を視覚支援を意識
し手順を壁に貼り確認しながら繰り返し経験する
ビジョントレーニング、運動経験のある職員がプログラムを立
案し行う

個別支援 相談員を介して家族様が困っていることや課題を聞き取りし活
動に取り入れる。制作活動で指先やハサミを使う、訓練士がか
かわり体幹機能訓練などの取り組み

人間関係・社会性の経験 近隣に生活介護事業所あり大人の人とのかかわりや、合同行事
に参加することで集団への参加につながっている

事業所における自己評価総括表公表


